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革 

明
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  6.10 
 20. 4 
20.10 

神内川学校を光明寺内に創立する｡ 
加納岩尋常小学校と改称する｡ 
加納岩尋常小学校を現在地、下神内川小字神明前に新築
する｡ 

大正 14. 1  山梨県女子師範学校付属小学校に代用される｡ 

昭 
 

和 

 7. 4 
16. 4 
22. 4 
 
36. 3 
37. 7 
37.11 
43. 2 
 
50. 3 
54. 5 
54. 7 
 
55. 5 
62. 7 
62.10 

 加納岩町立加納岩尋常高等小学校と改称する。 
 加納岩町立加納岩国民学校と改称する｡ 
 加納岩町立加納岩小学校と改称する｡ 
校歌を制定する｡ 

 給食室が完成する。 
加納岩地区プールとして、プールが完成する｡ 
山梨放送協力校として、テレビ公開発表会を行う｡ 
子ども音楽コンクール東日本決勝大会で最優秀賞を受
ける｡ 
鉄筋三階建北館が完成する｡ 
本館校舎落成式を挙行する。 
ウィーンの森少年合唱団と本校合唱クラブの交歓会を
行う。 
屋内運動場の落成式を挙行する｡ 
新プールの竣工式を挙行する｡ 
創立 100 周年記念式典を同月 20 日に挙行する。 

平 
 

成 

2. 6 
  

4. 4 
9.10 
13. 8 
 
13. 8 
13.11 
 
13.11 
 
14. 3 
14.11 
 
14.12 
 
16. 4 
16. 5 
17.10 
18. 9 
19. 9 
 
20. 5 
22. 2 
22. 7 
23. 4 
25. 4 
26. 6 
27. 1 
28. 9 

ボランティア活動の実践に対し、厚生大臣表彰を受け 
る｡ 
文部省教科書研究指定校を受ける｡ 
学校保健統計調査に対し文部大臣表彰を受ける。 
日本水泳連盟より学童水泳優秀小学校として表彰され
る。 
インターネットが整備される。 
全国花いっぱいコンクールにおいて優良賞を受賞す 
る。 
東山梨一周駅伝競走大会小学生の部において男女アベ
ック優勝する。 
周辺整備により校庭の一部拡張が行われる。 

「やまなし花のまちづくりコンクール」において優秀賞
を受賞する。 

「環境壁新聞コンクール」において日本環境協会理事長
賞を受賞する。 
学校評議員会が設置される。 
校舎の耐震化工事、大規模改修工事を行う。 
児童・職員用一人一台パソコンが整備される。 
校庭拡張整備により校庭が広がる。 
有価物回収事業により遊具が２台設置される。 
有価物回収事業により飼育小屋が整備される。 
地上デジタル用プラズマテレビが設置される。 
体育館耐震補強・改修工事が行われる。 
デジタル教科書を活用した授業を開始する。 
iPad を活用した授業を開始する。 
｢やまなし｣道徳教育推進校（３年間）の指定を受ける。 
環境省地域環境美化功労者表彰を受賞する。 
おもてなしのやまなし知事賞を受賞する。 
空調設備（エアコン）が設置される。 

令
和 

1.10 
 
2. 2 
2. 2 
3. 2 
3. 3 
3. 3 
4.12 
 
5. 1 
5. 7 
5. 8 
6. 2  

鈴木教育助成財団の助成を受け、昇降口・廊下・各教室
ドアに英語の表示を設置する。 
正面玄関に、校名看板を設置する。 
全国小学校英語教育研究会山梨大会公開研究会を行う。 
全国健康づくり推進学校優良校を受賞する。 
GIGA スクール構想による一人一台末端と Wi-Fi 整備。 
学校環境緑化モデル事業により、中庭を整備する。 
山梨県英語教育改善プラン推進事業公開研究会を行う。 
有価物回収事業収益金で、北館２階教室網戸整備。 
校庭バックネットを撤去、防球ネットを設置する。 
校庭南側桜の剪定 
有価物回収事業収益金で、北館２・３階教室網戸整備。 
有価物回収事業収益金で、北館２・３階教室網戸整備。 

 有価物回収事業収益金で、北館３階教室網戸整備。 

山梨市立加納岩小学校 

学校要覧 

令和８年度 
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(1)適切な児童理解、個を活かした学級づくりを進め、学級力の向上を図

る。言葉遣いをはじめとする基本的生活習慣の確立と学習習慣の形成

に努める。 

(2)基礎・基本の定着を図り、ＩＣＴ等を活用した効率的な授業スイルの確

立を図る。 

(3)全職員が自律的・協働的に校内研修に参加し、教育の専門家として能力

の向上と力量形成を図り、生きる力を育む。 

(4)学校安全を大前提とし、危機管理意識の向上と自己判断能力の伸張に

努める。 

学年・学級児童・家庭数一覧 
学級 児童数 家庭数 

１年１組 １８ １０ 
１年２組 １８ １０ 
１年３組 １７ １０ 
１年合計 ５３ ３０ 
２年１組 ２１ １１ 
２年２組 ２０ １０ 
２年３組 ２０ １４ 

２年合計 ６１ ３５ 
３年１組 ２７ １７ 
３年２組 ２７ １３ 
３年合計 ５４ ３０ 
４年１組 ２６ １９ 
４年２組 ２６ ２２ 
４年合計 ５２ ４１ 
５年１組 ３３ ３１ 
５年２組 ３２ ３０ 
５年合計 ６５ ６１ 
６年１組 ２９ ２７ 
６年２組 ２８ ２８ 

６年合計 ５７ ５５ 
全校合計 ３４２ ２５２ 
あおば ６  
けやき １  

あすなろ１ ７  
あすなろ２ ７  

 

 

平常日課  日課時刻表    

 

朝学習  8:20 ～ 8:30   

朝の会  8:30 ～ 8:40   

１校時  8:40 ～ 9:20   

２校時  9:25 ～ 10:05   

業 間  10:05 ～ 10:30   

３校時  10:35 ～ 11:15   

４校時  11:20 ～ 12:00   

給 食  12:00 ～ 12:40   

昼休み  12:40 ～ 13:00   

清 掃  13:05 ～ 13:20   

５校時  13:25 ～ 14:05   

６校時  14:10 ～ 14:50   

 ５校時までの学級 ６校時までの学級 

帰りの会 14:05 ～ 14:15 14:50 ～ 15:00 

かのスタ 14:15 ～ 14:45 15:00 ～ 15:30 

委員会 

クラブ 
14:15 ～ 15:15 

 

     

学 校 職 員 と 分 掌   

職名・担当     

校  長 飯島 裕明 学校経営 

教  頭 橋本 尚一 
学校運営 学校安全 ＣＳ 外国籍・日本
語指導児童 SC 

教務主任 神宮司香織 
教育課程 人権教育 実習生 初任研 

若手教員グローアップ 大学院連携 

1 年 1 組 山宮 彩子 保幼小連携担当 図書館教育担当 

1 年 2 組 金子 遥香 初任者 

1 年 3 組 鈴木 大樹 キャリア教育担当 

2 年 1 組 飯島 恵 生活科主任 

2 年 2 組 矢崎 歌梨 給食指導主任 

2 年 3 組 藤原  渚 図工科主任 育休代替・任期付 

3 年１組 武藤 有希 道徳主任 

3 年 2 組 中坪  大貴 生徒指導副主任（交通安全担当） 

4 年１組 中田菜穂子 生徒指導主任 

4 年 2 組 岩間 雄大 初任者 

5 年 1 組 古屋 達朗 研究主任 

5 年 2 組 内藤  舞 総合的な学習の時間主任 

6 年 1 組 向山  敢 小中連携担当 社会科主任 

6 年 2 組 藤木真里佳 児童会主任 家庭科主任 

あおば 三枝 高徳 教育ファーム担当 

けやき 丸田 直美 福祉教育担当 期間採用 

あすなろ 1 橘田  栄 
特別支援教育コーディネーター・SSW 

算数科主任 

あすなろ 2 後屋敷敦也 
環境教育担当  

助教諭 育休代替・任期付 

通教教室担当 岡  京子 通級指導教室主任（4 月現在５０名在籍） 

通教教室担当 安富智恵美 通級指導教室 国語科主任 

通教教室担当 伊藤 友理 通級指導教室 音楽科主任 

通教教室担当 芦澤ふじ子 非常勤講師 AM 勤務 

小学校専科教員 向山  潤 理科主任 情報教育・視聴覚担当 

小学校英語専科教員 筒井 栄太 
外国語科主任・国際理解教育担当 

月・水・金、火 PM 勤務 八幡小兼務 

低学年専科 笹本   愛 体育主任 

日本語指導 柏原 一仁 東山梨地区７校１９人巡回指導 

拠点校指導教員 三枝 一哉 
初任者研修 月・金本校勤務 
水木：石和西小 火：山梨小兼務 

非常勤講師 平塚すみり きめ細加配（３年） 

非常勤講師 藤原 和美 きめ細加配（５年） 

養護教諭 窪田 敬子 学校保健 保健主事 

非常勤講師 的場 泰子 初任者研修後補充（１年２組） 

非常勤講師 松岡めぐみ 初任者研修後補充（４年２組） 

栄養教諭 萩原 香織 
学校給食 月・金勤務 

火：日川小 木：山梨小 水：給食センター兼務  

事務職員 保坂 実里 学校事務 

スクールカウンセラー 國政 友子 学校配置カウンセラー 金 年間 111 時間 

学校図書館司書 黒澤 美里 学校図書 

特別支援教育支援員 浅野真由美 
要支援児童対応 

スクールサポートスタッフ 週５時間 

特別支援教育支援員 伊藤 みほ 要支援児童対応 

特別支援教育支援員 荻原 若菜 要支援児童対応 月・火・水・金勤務 

特別支援教育支援員 渡邉 美香 要支援児童対応 火・木勤務 八幡小本務 

市英語専科教員 大柴 由美 英語専科・補助・研修 月勤務 

N L T スティーブン・ヴィ―ル 
英語指導 月～木、金 AM 勤務 
水 PM つつじ幼稚園 

スクールサポートスタッフ 平山 愛果 週５時間勤務 

用務員 衣川由美子 用務全般 

配膳補助員 廣瀬 一成 配膳補助 
 

主な学校行事 

４ 

１学期始業式・入学式 

1 年生交通安全教室 

避難訓練（地震） 

個人懇談 

授業参観 

５ 

４年生自転車教室 

春の校外学習（１～４年） 

東山梨陸上記録会（6 年）

児童引き渡し訓練 

修学旅行（6 年） 

６ プール開き 

７ 

個人懇談 

自然教室（5 年） 

１学期終業式 

８ ２学期始業式 

９ 

避難訓練（地震） 

校外学習（５年） 

授業参観 

10 
秋季大運動会 

東山梨音楽発表会（４年） 

11 

校内持久走大会 

避難訓練（火災） 

 

12 
個人懇談 

２学期終業式 

1 

３学期始業式 

校内書きぞめ大会 

新入児保護者説明会 

防犯訓練 

2 

スキー教室（5・６年） 

授業参観・懇談会（高・低）

６年生を送る会 

 

3 

卒業証書授与式 

修了式 

 

主な児童会活動 

■ 年間スローガン 
『 結絆 ゆうき』 

○あいさつと笑顔が 

あふれる加納岩小 

○きまりを守る加納岩小 

○助け合える加納岩小 

 

■ 主 な 活 動 
○あいさつ活動 

〇なかよしタイム 

○チャレンジルール 

○クリーン活動 

○ボランティア活動 

 

 

校 内 研 究 

■研究主題 

『個別最適な学びと協働的な学びの 

一体的な充実に向けて』 

～かのスタの充実と 

思考スキル等の獲得～ 

 

ICT を最大限活用しながら多様な子ども

たちを誰一人取り残すことなく育成する「個

別最適な学び」と、子どもたちの多様な個性

を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的

な充実を目指し、子供主体の学びの視点から

の授業改善を図る。 

また、本校独自の取り組みである「かのス

タ」の充実により、学習の基礎基本の定着を

図る。また、「考えるための１０の技法」や思

考ツールの活用を図り、思考力スキルの獲得

に取り組む。 

 
■取組の内容 
（１）「個の取り組み」「他者参照」「話し合い」

など、「複線型」の場面をつくる。 

（２）かのスタで国語・算数の基礎基本の定

着を図る。 

（３）情報モラルや「考えるための１０の技

法」や思考ツールの経験を増やす。 

 
加納岩小学校 

教育目標 

心身ともに健康で，

人間性豊かなたく

ましい児童の育成 

校訓 「協心努力」 

か かがやきあい 高めあう子ども  【全体】 

の のびのび明るく 元気な子ども 【体育】 

い 生命と心を 大切にする子ども 【徳育】 

わ わかりあい 学びあう子ども   【知育】 

    

          それぞれの持って

いる力を最大限に生かして取り組む） 

学校経営の努力点と具体策 


